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 Windowsは、家庭・職場を問わず広く使われているOSですが、発売後にもセキュリティホー
ルと呼ばれる安全上の欠陥（ぜい弱性）が多く発見されています。利用者は、製造元である
Microsoft社から定期的に発行されるぜい弱性の修正プログラムを適用し、OSを安全な状態に
保つ必要があります。 

☆使用しているOSを把握し、サポート切れとならないよう注意してください。 
☆OSと共に他のソフトのアップデートも定期的に行い、常に最新バージョンを 
 使用してください。 

種別 製品名 発売時期 サポート（延長サポート）終了時期 

個人向け 

製品 

Windows XP 2001年11月 2014年 4月（※サポート終了） 

Windows Vista 2007年 1月 2017年 4月 

Windows 7 2009年10月 2020年 1月 

Windows 8 2012年10月 2023年 1月 

Windows 10 2015年 7月 2025年10月 

サーバ用 

製品 

Windows Server2003 2003年 6月 2015年 7月（※サポート終了） 

Windows Server2008 2008年 2月 2020年 1月 

Windows Server2012 2012年 9月 2023年 1月 

Windows Server2016 2016年10月 2026年 1月 

Windows系OSのサポート状況 

Windows系OSについて 

 サポート期限が終了した製品では、新たなぜい弱性が発見されても修正プログラムが提供
されないため、ぜい弱性を狙ったサイバー攻撃の被害に遭う可能性が高くなります。 
 特に業務用システムでは、サポート期限を意識した計画的なシステム更新が必要です。 

サポートが終了したOSの危険性 

Windows系OSの製品ごとのサポート終了時期は次のとおりです。 

ぜい弱性を持つ端末・サーバ 

情報漏えい 
データの破壊 

遠隔操作による
攻撃の踏み台 


